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第 3期仙台市地域保健福祉計画及び 

第 4次地域福祉活動計画策定過程における 

ワークショップ開催について 

  

１ 主催 

 仙台市、仙台市地域福祉専門分科会、（社福）仙台市社会福祉協議会、仙台市地域福祉

活動計画策定委員会の四者による共催 

  

２ ワークショップの実施状況および予定 

（１）第 1回 地域住民が主体となり、福祉活動を推進してきた団体の活動推進者。 

    開催日 平成 27年 6月 30日 14：30～16：00 

    参加者 各区より選出した地区社会福祉協議会会長、福祉活動推進員、 

社会福祉協議会職員、行政職員等    20名 

    場 所  仙台市福祉プラザ ３階 会議室 

    ファシリテーター 東北学院大学 教養学部地域構想学科 

               教授 増 子  正 氏 

               （仙台市社協小地域ネットワーク活動推進検討会 会長） 

 

    実施内容 

     ①テーマ「住民主体のネットワーク活動を推進するために」 

グループ話題：小地域福祉ネットワーク活動を実践する中で、課題と感じること 

               ：課題を解決するために、どんなことが必要か。 

    ※短時間での議論を進めるため、事前に各参加者へ当日お話しいただきたい上

記テーマを事前に伝達した上で、当日グループにて議論を行った。 

  ②当日ワークショップで挙げられた内容 

      別紙「ワークショップ（６／３０小ネット活動）まとめ」を参照 

③当日の様子 
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（２）第 2 回 福祉課題解決の担い手として期待される大学生およびその支援に取り組んで

いる活動者。 

  開催日 平成２７年７月 17日 17：30～20：00 

  参加者 学生のボランティア・社会貢献活動を支援している方及び学生  9大学 25名 

  場 所  仙台市福祉プラザ 10階 第 2研修室 

  ファシリテーター  宮城大学 事業構想学部事業計画学科 

助教 鈴 木 孝 男 氏 

 

   実施内容 

     ①テーマ「学生の地域福祉活動への参加を広げるために」 

グループ話題 ：福祉課題に対し、学生として出来そうなことは？ 

          ：それはどんな要件（環境）が整えば参加できるか 

  ②当日ワークショップで挙げられた内容 

      別紙「調整中」 ※当日配布いたします 

③当日の様子 

 

 

 


